
「みよし市非核平和都市宣言（案）」のパブリックコメント実施結果 

 

１ 案件名 

  みよし市非核平和都市宣言（案） 

 

２ 募集期間 

  令和４（2022）年６月１日（水）から令和４（2022）年６月３０日（木）まで 

 

３ 募集方法 

  郵便、ファクシミリ、電子メール及び直接持参による方法 

 

４ 募集結果 

 (1) 提出者数 ：５人 

 (2) 提出意見数：１０件 



５ 寄せられた意見とみよし市の考え方 

質問 

番号 
意見の趣旨 市の考え方(対応） 

1 

核兵器廃絶を願うことには賛同するが、現実問題として他国が核

兵器を廃絶する可能性はほぼない。原案に記載の祈りや精神論は

必要だが実際の機能としてはかなり弱いので、現実問題として、

先ずは核ミサイルが飛んできたときのシェルターを作る等の対策

をしてはどうか。 

本市では、宣言を契機として、少しでも核兵器のない世界に近づ

くことができるようこれまで以上に平和の実現に向けた取り組み

を推進して参ります。なお、市としてシェルターの設置について

は考えていません。 

2 
現実的な対応が可能な内容とした「自衛、防衛、安全を担保する、

みよし市民安心平和都市」を宣言してはどうか（宣言案あり）。 

市として安心平和都市宣言については考えていません。 

3 

国際情勢を踏まえ、非核平和都市宣言文には世界の動きに触れる

必要がある。 

宣言案については、昨今の国際情勢も踏まえた内容の宣言文とし

ておりますが、核兵器のない世界と恒久平和の実現は普遍的なも

のであることから、個別の国際情勢は盛り込まず、恒久的に使用

できる宣言文としたいと考えています。 

4 

宣言をするにあたり、市民の中での話し合いを様々な形で行った

上で採択することが必要である。宣言文案起草チームを作り、市

民の願いや思いを募集し、市民の中に宣言を知らせていくために

も時間をかけて案を作成し、小学生以上の市民投票で決めること

を提案する。 

市民からのご意見については、本パブリックコメント制度の中で

いただいているものと考えています。 



5 

発表式典は著名人、文化人による記念講演等を行ってはどうか。 宣言を記念して被爆体験伝承者を広島から招いて講話を聞くなど

の「被爆体験伝承講話会」を実施するなどし、市民の皆様に本宣

言とともに核兵器のない世界と恒久平和についてお伝えして参り

ます。 

6 
みよし市の強い決意に感激している。みよし市の姿勢を日本中、

世界中に広げていきたいものである。 

賛同の御意見として承ります。 

7 
２段落目、３段落目の間にそれぞれもう一文入れた方が文章のつ

ながりがよくなり、いい宣言になるのではないか。 

宣言文では、本市の決意、後世に伝えなければならないことなど

をできるだけシンプルで明確に表現したいと考えています。 

8 

２段落目の「想いと共に後世へ引き継いでいくことは」は、内容

はその通りだと思うが、言い回しを整理した方が伝わりやすいの

ではないか。 

9 

中学生の広島訪問はすばらしいことである。可能であれば沖縄に

行く機会も検討してほしい。 

中学生の沖縄訪問は意義のある事でありますが、現在のところ考

えてはいません。中学生平和学習広島派遣については、継続して

実施して参ります。 

10 

2022 年６月核兵器禁止条約に基づく締約国会議が開かれた、こ

の流れの中で、みよし市が平和都市宣言に「非核」を加えたこと

は意義深く共鳴しあうものである。核兵器の使用は地球規模の破

滅的な結果をもたらすものであり、核兵器のない世界を築くため

に自治体から「非核」宣言を発することはその後押しとなるもの

である。 

賛同の御意見として承ります。 

 


